
 

協
議
会
だ
よ
り
第
89
号
（
９
月
発
行
）
で
お
知

ら
せ
し
た
標
題
の
会
、
第
一
回
目
で
は
事
業
概
要

の
み
の
説
明
で
し
た
が
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
の

説
明
を
目
的
と
し
て
、
第
二
回
目
を
区
長
各
位
と

当
協
議
会
役
員
を
対
象
に
、
第
三
回
目
は
各
集
落

で
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
と
多
面
的
機
能
支

払
の
両
制
度
を
運
用
中
の
役
員
（
お
も
に
三
役
）

さ
ん
方
を
対
象
に
、
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

安
心
院
支
所
長
、
本
庁
農
政
課
の
担
当
主
幹
よ

り
当
事
業
（
農
村
R

M

O
）
の
趣
旨
や
意
義
に

つ
き
前
回
よ
り
一
層
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
の
に

続
き
、
安
心
院
支
所
・
地
域
振
興
課
の
担
当
者
か

ら
、
当
事
業
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
具
体
的

内
容(

案)

に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式
で
の
活
発
な

質
疑
応
答
を
経
て
、
当
事
業
へ
の
応
募
を
前
提
に

進
め
る
と
の
基
本
的
合
意
が
成
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
推
進
体
制
の
編
成
、
事
業
計
画
書

の
ま
と
め
、
行
政
へ
の
正
式
申
請
手
続
き
な
ど
の

段
階
に
移
り
ま
す
が
、
地
区
の
み
な
さ
ま
へ
の
報

告
・
連
絡
・
相
談
を
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。 
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☆ ☆ ☆  脱穀作業と籾摺り結果  ☆ ☆ ☆ 

１０月１３日の稲刈り・掛け干しに続く作業として、

１０月２８日、委員全員と友情支援者の 15 人が、脱穀

班と休耕地の草刈班の二手に分かれて作業をしました。 

ようやく調達できた“ハーベスタ”と地元委員が提供

のコンバインを併用しての脱穀作業は順調に進み、３時

間ほどで完了しました。一方、草刈り班は、すっかり長

けったセイタカアワダチソウや繁茂するササ竹に手こず

り、６時間ほどの作業となりました。 

収穫した籾は農協ライスセンターで籾摺りしてもらい

ましたが、なんと！ 

２８袋（１４俵） 

もの収穫、大豊作！ 

（圃場面積：1 反 8 畝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ☆  掛け干し米販売します  ☆ ☆  
  
今回収穫した棚田の掛け干し米、地区内外の方々にも

ご賞味頂きたく下記の要領で一般販売致します。 

本当に美味しいお米の体験用として購入いただき、また、

津房の棚田再生の端緒となる今回の事業を発展させるた

め、地区外のお知り合いの方にも口コミでお伝え願えれ

ばと、ご案内します。 

        《 要 領 》 

〇 棚田の掛け干し米「津房のめぐみ」 

     （ 品種；ヒノヒカリ ） 

〇 販売単位 ： 紙袋入り白米 ２ kg 

〇 販売価格 ： 2,500 円 

〇 販売場所 ： 津房地区まちづくり協議会 

   安心院町六郎丸 666-2（津房地区公民館内） 

〇 連絡先： 電話：０９７８－４８－２００１  

Mail :  tsubusa@oct-net.ne.jp 

担当：岡 又は 井福 

１１
月
６
日
、
四
日
市
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
秀
平
信
介
会
長
さ
ん
ほ
か
、
役
員
7
名
の
方
々

が
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

同
協
議
会
は
こ
と
し 

５
月
に
市
内
１９
番
目
の 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と 

し
て
設
立
さ
れ
た
ば
か 

り
で
、
活
動
計
画
の
策 

定
に
あ
た
り
、
深
見
・ 

佐
田
・
津
房
の
３
協
議 

会
の
活
動
を
参
考
に
と 

見
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

少
し
で
も
お
役
に 

立
て
れ
ば
幸
甚
で
す
。

10 月２６日の朝８時から市道・小田-大内線の草刈りと支障枝の

伐採作業を行いました。 

地元の４人と応援隊１４人から成る 1８人で作業に当りましたが、

酷暑の 1 回目に較べて作業環境が良かったこともあり、予定より早

めの１１時過ぎに完了しました。 

生活道路として利用される大内集落の皆さんを代表して太田区長

さんから応援隊への謝辞が述べられ、全員爽快な気分で帰路に就か

れました。 

なお、高倉駐在さんと松沢 

地域おこし協力隊員は毎回参 

加いただいており、本稿にて 

地区の皆さんへ紹介し、謝意 

を表します。 

裏面に花の寄せ植え教室

募集記事掲載してます！ 

安
部 

平
吾
さ
ん
（
小
田
）
よ
り 

ご
令
室 

照
美
様 

ご
逝
去
〈
享
年
八
十
八
歳
〉

に
際
し
て
の
香
典
返
し
の
儀
と
し
て
、
多
額
の 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
  

当
協
議
会
の
活
動
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き 

 
 

 

ご
意
向
に
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。 

 

 今期の第１回目として、１１月１６日に区長各位の宅配

ご協力により、該当の方々１６１人へお届けしました。 

いつもの女性部会三役と女性ボランティア Gr,から成る

１１人の調理による栄養バランス良好、心のこもった 「元

気が出るまごころ弁当」でした。 

今回のごはんは、津房小学校への食育支援事業で収穫し

た“もち米”と深見地区の A さん提供の「みとり豆」を組

み合わせた“おこわ”が特徴でした。 また、みんな大好

き“サトイモの煮っころがし”に使用した食材は元永淳一

さん（萱籠）の差し入れ品です。 

当協議会へ「ふるさと納税」を寄せられた方々のご厚志、

声掛けを兼ねて宅配いただく区長さんの善意、献立会議・

食材調達・前日の仕込み・当日調理といった３日がかりの

女性部会員の心意気、 

が一緒に込められた 

弁当でした。 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
 

 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 
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発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 
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↑ハーベスタ活躍中 

第 2 回目 第 3 回目 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

盛り付け作業 


